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PPPPoooooooo----1111グランプリグランプリグランプリグランプリ    scenescenescenescene6666    カエデの受難カエデの受難カエデの受難カエデの受難    

「「「「大便解析大便解析大便解析大便解析」」」」    

 

宇和風カエデ（うわかぜかえで） 

 礼丞女学院（れいじょうじょがくいん）１年生。一般庶民の少しドジな女の子。 

 

八つ宮もみじ（やつみやもみじ） 

 礼丞女学院３年生。“PO（ぴーおー）”という部活動のマネージャー兼部長。 

 

 

八つ宮先輩に促され、さっきわたしが出したウンコが入ったバケツをおずおずと見せる。 

 

「これは普段の量？」 

 

 うぅ・・・やっぱりうんこの大きさに驚いてる・・・！ 

 

『普段はもっと小さい・・・です。『普段はもっと小さい・・・です。『普段はもっと小さい・・・です。『普段はもっと小さい・・・です。』』』』    
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 無意味な過少申告をするわたしの顔を見透かしたように、くすりと笑う先輩。あぁ、笑わないで恥

ずかしいから～。 

 

「将来有望ね。カエデちゃん。」 

 

 ふわりと首元に手を添えてきた先輩。しなやかな肌に全身がピクリと飛び跳ねるわたし。 

 

「ちょっと失礼。」 

 

 おもむろにバケツに手を突っ込む という想定外の行動をとる先輩に驚くわたし。 

 

『えええちょっとだめっ！きたない！！』『えええちょっとだめっ！きたない！！』『えええちょっとだめっ！きたない！！』『えええちょっとだめっ！きたない！！』    

 

「大丈夫よ、便は自動的にパックされてるから。」 

 

 半透明のパックに包まれたデカグソがバケツから取り上げられる。改めて晒されたわたしのうんこ

に、顔からの炎上が止まらない・・・！ 

 

「それじゃあ、この便の解析と、被験者の記録を取るからこっちに来てくれる？」 

 

誘導されたのは先ほどの撮影バックスクリーン。 

 

 

「ウンコの後ろに、お尻を向けた姿勢で座ってくれる？」 

 

『え！？』『え！？』『え！？』『え！？』    
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 自分の出したうんこと並んではいチーズ。散々な光景に戸惑いの色を先輩に向ける。 

 

『あ、あの・・・？』『あ、あの・・・？』『あ、あの・・・？』『あ、あの・・・？』    

 

「大便の成分やサイズ解析はもちろんだけど、誰が排泄したかが分かるように本人も写すのが決まり

なの。お尻を向けるのは、便を排出した肛門を記録するためね。」 

 

 うぅ、そら、さっき八つ宮先輩のお尻の穴見せてもらったけど、 
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まさか“お返しに”って感じでわたしのうんことセットでお見せすることになるなんて～！ 

 

 あまりの恥ずかしさにどんな表情すればいいかも分からず、わたしはただただ照れ笑いを浮かべる

しかなかった。 

 

「今度は成分解析もするから、このまま暫く待ってくれる？」 

 

『このまま・・・？』『このまま・・・？』『このまま・・・？』『このまま・・・？』    

 

 さっきわたしのお尻だけを撮影したときは、なんだかんだで数秒で終わった一方、今回はリアルタ

イムでウンコを解析するようで、延べ 10分ほどこの格好で晒され続けることになった。 

 

「あ、肛門ヒクヒクさせないで？正確なデータが取れなくなるわ。」 

 

『す、すいません・・・。』『す、すいません・・・。』『す、すいません・・・。』『す、すいません・・・。』    

 

 お尻の穴がヒクついたことを指摘されて余計に恥ずかしさが強まる。っていうかお尻の穴すぼめた

くらいで解析できなくなるってどういうこと・・・？ 

 

「あと別に笑顔にならなくてもいいのよ？記念撮影じゃないし。」 

 

『い、いや、これはその・・・あはは。』『い、いや、これはその・・・あはは。』『い、いや、これはその・・・あはは。』『い、いや、これはその・・・あはは。』    

 

 もう表情の置き所が分からなくなってるだけだからほっといて～！ 
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「CCジュエルの適合率が高いわね。普段からこの状態ならかなり有利に進められるわ。」 

 

 褒められてるんだかなんだか分からないけど、どうやら褒めてくれてる様子。こんなにまじまじと

自分のウンコ見せたの産まれて初めて。しかもそれを世界一憧れている先輩に・・・！ 
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「ありがとう。わたしの見込み以上かもしれないわね。」 

 

 さっきまで涼やかなビー玉のような瞳が、まるで純粋な子供のようなキラキラしたものになってい

る八つ宮先輩。データを整理しながらとても嬉しそうな表情が垣間見える。 

 

「実は今回は人が集まらないから、とにかく本人の意志の強さ優先で入部してもらったから不安が合

ったけど、本当に良かったわ。」 

 

『あの、これでおしまいですか？』『あの、これでおしまいですか？』『あの、これでおしまいですか？』『あの、これでおしまいですか？』    

 

「“今日は“ね。まだ調べたいことがあるし、これからの活動の説明もしていきたいけど、それは又

次でいいでしょう。」 

 

理想の入学。先輩と会えた事も嬉しかったけど、それ以上に不安が山積み。明日は何をさせられる

のかと思うと、わたしはドキドキが止まらなかった。 
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ガララさんガララさんガララさんガララさん（https://fantia.jp/fanclubs/3099）との共同コラボ、 

「poo-1グランプリシリーズは」Fantiaにて連載中！ 

詳細はかめべやかめべやかめべやかめべやファンクラブでファンクラブでファンクラブでファンクラブで！！！！（（（（https://fantia.jp/kamebeyahttps://fantia.jp/kamebeyahttps://fantia.jp/kamebeyahttps://fantia.jp/kamebeya））））    

 

 

 

かめべやメインサイト        ＝http://kamebeya.o0o0.jp/index.html 

かめぶろ（ブログ）          ＝http://blog.livedoor.jp/kamebeya-blog/ 

ピクシブ（イラスト SNS）      ＝https://pixiv.me/kamebeya 

かめの部屋（公式ファンサイト）    ＝https://fantia.jp/kamebeya 

ふたにゅう（フタナリサイト）     ＝http://futanari.crap.jp/index.html 

ツイッターツイッターツイッターツイッター              ＝https://twitter.com/kamebeya 

ゲームに関するお話はこちらにどうぞ！ ＝http://6303.teacup.com/sumomomomomomo/bbs 
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